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当
会
は
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式

会
社
社
員
の
立
大
O
B
が
会
員
で
、

創
会
約
50
年
と
歴
史
の
あ
る
職
域

立
教
会
で
す
。
経
済
情
勢
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
数

年
は
新
入
社
員
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
入
社
し
て
お
り
、
会
の
活
性
化

も
目
的
に
、3
年
ぶ
り
に
関
東
在

勤
の
22
人︵
会
社
O
B
含
む
︶が
集

い
ま
し
た
。
浅
野
弘
会
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
各
自
の
近
況
報
告
な

ど
を
行
い
、母
校
の
思
い
出
話
や
、

所
属
部
署
ご
と
の
情
報
交
換
な
ど

に
話
の
輪
が
広
が

り
、
有
意
義
な
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。最
後
に「
第

一
応
援
歌
」を
全

員
で
声
高
ら
か
に

歌
い
上
げ
散
会
い

た
し
ま
し
た
。

　

去
る
5
月
22
日
、
毎
年
恒
例
の

新
人
歓
迎
会
を
兼
ね
た
フ
コ
ク
生

命
立
教
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
新
た
に
会
員
と
な
っ
た
女
性

2
名
、
ま
た
多
数
の
O
B
の
参
加

に
よ
り
、
昨
年
を
上
回
る
33
名
の

出
席
と
な
り
、
盛
大
な
中
に
も
和

や
か
に
進
み
ま
し
た
。
会
員
数
は

現
役
・
O
B
合
計

で
84
名
の
大
所
帯

で
あ
り
、
来
年
も

多
く
の
会
員
が
出

席
す
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　

大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の

佳
き
日
に
、
大
学
・
校
友
会
共
催

に
よ
る
私
た
ち
卒
業
生
の
周
年
記

念
の
集
い
が
行
わ
れ
た
。

　

タ
ッ
カ
ー
ホ
ー
ル
で
の
メ
イ
ン
セ

レ
モ
ニ
ー
の
後
、会
場
と
な
る
セ
ン

ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館
庭
園
の
受
付
け

前
で
は
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
O
B
諸

先
輩
た
ち
に
よ
る
祝
意
の
合
唱
で

迎
え
て
頂
き
、
感
謝
す
る
次
第
で

す
。
懸
念
さ
れ
た
天
候
も
笑
み
を

見
せ
て
、13
時
開
会
、同
期
生
の
前

東
北
教
区
主
教
佐
藤
忠
男
氏
に
よ

る
集
い
の
感
謝
と
物
故
者
へ
の
祈

り
で
始
め
、総
長
、校
友
会
長
の
祝

辞
を
受
け
た
参
加
者
３
０
０
名
程

の
学
友
た
ち
は
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
喜
び
と
談
笑
で
花
を
咲
か
せ
た
。

　

校
内
で
の
行
事
に
引
続
い
て
15

時
よ
り
、発
起
人
会
に
よ
っ
て
自
主

準
備
し
た
東
武
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー

ル
で
の「
ク
ラ
ス
合
同
懇
親
会
」も

2
1
8
名
の
多
く
の
参
加
者
が
会

場
を
埋
め
て
談
笑
に
耽
り
、
最
後

に
次
の
周
年
行
事
に
も
元
気
で
居

ら
れ
る
よ
う
誓
い
あ
い
な
が
ら
聖

歌「
神
と
と
も
に
い
ま
し
て
」、
応

援
歌
、
校
歌
を
合
唱
し
、
ま
た
愛

校
に
エ
ー
ル
を
贈
っ
て
散
会
し
た
。

　

な
お
、両
会
場
に
て
参
加
者
か

ら
募
金
箱
に
入
れ
て
頂
い
た
寄
付

金
は
学
院
創
立
1
3
5
周
年
募
金

の
初
穂
と
し
て
募
金
室
に
お
渡
し

し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
を
誠

に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
「
朋
あ
り
遠
方
よ
り
来
た
る
、亦

楽
し
か
ら
ず
や
…
」北
見
・
仙
台
・

藤
枝
な
ど
遠
く
か
ら
の
参
加
者
も

あ
り
懐
か
し
い
第
一
食
堂
で
、
近

況
の
メ
タ
ボ
・
孫
・
バ
ツ
イ
チ
の
話
、

学
生
当
時
の
授
業
風
景
・
ア
イ
ド

　

卒
業
31
年
目
に
し
て
初
の
ク
ラ

ス
会
。40
名
中
15
名
の
出
席
で
す
。

タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ
た
よ
う
な

気
分
で
も
あ
り
、
な
つ
か
し
く
も

あ
り
。
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
年

月
も
4
年
・
5
年
・
6
年
・
は
た
ま

た
8
年
と
各
人
各
様
。

　

社
会
の
荒
波
に
も
ま
れ
、
幾
星

霜
。
自
身
の
持

病
・
持
ケ
ガ
自

慢
か
ら
老
親
の

介
護
・
徘
徊
問

題
ま
で
、
悩
み

と
話
題
は
尽
き

ぬ
ま
ま
、
二
次

会
へ
と
散
会
し

ま
し
た
。

　

 

卒
業
40
周
年
の
集
ま
り
に
参

加
し
た
級
友
が
発
起
人
と
な
り

45
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
が
3
月
9

日︵
月
︶セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館
芙

蓉
の
間
で
開
催
さ
れ
た
。
大
学
の

校
友
会
の
協
力
を
得
て
住
所
の
判

明
し
た
46
名
の
級
友
へ
通
知
、
台

湾
か
ら
一
時
帰
国
の
橋
口
允
紀
君

や
広
島
、
和
歌
山
、
福
井
等
地
方

の
参
加
者
も
あ
り
、
総
勢
23
名
の

参
加
と
な
っ
た
。
は
じ
め
に
残
念

な
が
ら
鬼
籍
入
り
さ
れ
た
8
名
の

方
の
報
告
が
あ
り
、全
員
で
黙
祷
。

各
自
の
近
況
報
告
を
聴
い
て
や
が

て
昔
の
気
分
に
甦
り
積
も
る
話
が

尽
き
ず
盛

会
と
な
っ

た
。今
後
は

2
年
に
一
度

集
ま
ろ
う

と
い
う
こ
と

で
散
会
。今

回
案
内
状

未
着
の
方

は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

電
話︵
0
4
8
︶2
8
4
︲
7
1
8
7

押
田
ま
で

　

3
月
14
日“
還
暦
祝
い
”と
銘

打
っ
て
銀
座
・
ク
ル
ー
ズ
に
て
同
窓

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
憎
の
雨
模
様
に
も
拘
わ
ら
ず

18
名
の
懐
か
し
い
面
々
と
未
だ
現

役
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
井
上
宗
雄
、

平
山
城
児
両
恩
師
に
も
ご
臨
席
頂

き
、時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
久
々
に

楽
し
い
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
大

い
に
感
謝
す
る
と
共
に
、こ
れ
か
ら

迫
り
来
る
様
々

な
変
化
に
柔
軟

に
対
応
出
来
る

よ
う
、
先
ず
は

お
互
い
健
康
に

留
意
し
て
又
の

再
会
を
誓
い
ま

し
た
。

　

新
緑
の
爽
や
か
な
午
後
、
好
天

に
恵
ま
れ
恒
例
の
第
13
回
セ
ン
ト

シ
ャ
イ
ン
会
は
総
勢
24
名
が
参
加

し
銀
座
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は「
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
」

を
見
て
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
の
こ

と
で
、
宮
本
好
将
氏︵
演
劇
部
︶、

遠
路
は
る
ば
る
神
戸
か
ら
山
本
翠

さ
ん︵
旧
姓
坂
倉
︶︵
ワ
ン
ダ
ー
ホ
ー

ゲ
ル
︶と
池
谷
樹
八
氏︵
米
田
ゼ

ミ
︶、芟
花
典
子
さ
ん︵
旧
姓
田
口
︶

︵
演
劇
部
︶の
4
名
が
初
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
吉
川
俊
夫
の
進
行
で
始

ま
り
、梶
屋
庄
佑
氏
の
音
頭
で
、母

校
の
益
々
の
発
展
と
全
員
の
健
康

を
祈
念
し
乾
杯
、
初
参
加
者
の
近

況
挨
拶
、
各
々
、
杯
を
交
わ
し
料

理
に
舌
づ
つ
み
を
打
ち
な
が
ら
、ゴ

ル
フ
談
議
、身
体
と
健
康
、近
況
な

ど
に
話
が
弾
み
ま
し
た
。
宴
半
ば

で
星
野
仁
氏︵
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
監

督
、
現
栃
木
県
ス
ケ
ー
ト
連
盟
会

長
︶か
ら
、「
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
の

現
状
と
将
来
」に
つ
い
て
の
提
言
が

あ
り
、活
発
な
質
疑
応
答
も
あ
り
、

そ
の
後
関
根
義
雄
氏
の
ウ
ク
レ
レ

演
奏
と
歌
に
耳
を
傾
け
歓
談
、
心

和
む
時
も
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
ま
し
た
。
最
後
に
内
野
雅

史
の
リ
ー
ド
で
第

二
応
援
歌
と
校

歌
を
高
ら
か
に

全
員
で
斉
唱
し
、

次
回
の
秋
に
再

会
を
約
束
し
閉

会
、
三
々
五
々
銀

座
の
街
を
後
に
し

ま
し
た
。

　

広
告
研
究
会
は
11
月
22
日
、
池

袋
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
に
於

い
て
、
糸
魚
川
順
立
教
学
院
理
事

長
、
大
橋
英
五
立
教
大
学
総
長
、

江
草
忠
敬
立
教
大
学
校
友
会
長
を

来
賓
に
お
迎
え
し
、O
B
、O
G
、

現
役
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
と
盛

大
に
創
部
55
周
年
を
祝
い
ま
し

た
。

　

55
年
の
歴
史
を
持
つ
館
山
キ
ャ

ン
プ
ス
ト
ア
の
歴
史
の
紹
介
、
ミ

ス
・
ミ
ス
タ
ー
立
教
の
紹
介
な
ど
、

現
役
と
の
交
流

を
行
い
な
が
ら

楽
し
い
一
夜
を

過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
創
部
55

周
年
を
記
念
し
、

糸
魚
川
理
事
長

に
1
3
5
記
念

基
金
を
贈
呈
い

た
し
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
卒「
45
周
年
の
集

い
」が
、1
9
6
名
の
参
加
者
の
も

と
3
月
9
日︵
月
︶、
第
一
食
堂
で

午
後
5
時
か
ら
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
集
い
に
先
立
ち
午
後
3
時
か

ら
は
、チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
記
念
感

　

3
月
28
日︵
土
︶セ
ン
ト
ポ
ー
ル

ズ
会
館
に
て
、昭
和
49
年
物
理
学

科
入
学
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
卒
業
年
度
は
ま
ち
ま
ち
で
す

が
、
多
く
の
授
業
を
共
に
学
ん
だ

学
友
た
ち
が
、卒

業
後
30
年
ぶ
り

に
顔
を
揃
え
ま

し
た
。
81
歳
に
な

ら
れ
た
担
任
の
伊

藤
先
生
も
お
元

気
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、一
同
お
お

い
に
語
り
合
い
ま

し
た
。

　

年
1
回
の
ク
ラ
ス
会
を
4
月
25

日︵
土
︶母
校・第
一
食
堂︵
藤
だ
な
︶

で
開
催
。
八
十
路
に
入
り
、
病
気

　

 

11
月
16
日
、毎
年
恒
例︵
第
7

回
︶の
音
楽
芸
術
研
究
会
の
集
い

を
、
東
京
会
館
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
60
才
後
半
と
は
言
え
、
み
ん

な
元
気
な
姿
で
毎
年
15
〜
16
名
が

出
席
し
て
お
り
ま
す
。
女
性
は
相

変
わ
ら
ず
お
美
し
く
、又
、男
性
は

益
々
逞
し
く
生
活
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

昼
食
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
ワ
イ

ン
で
音
楽
談
義
、

孫
の
話
、
男
の
手

料
理
の
話
等
々
で

あ
っ
と
い
う
間
の

4
時
間
30
分
で
し

た
。
平
成
21
年
度

も
11
月
開
催
を
決

定
し
散
会
致
し
ま

し
た
。

　

今
年
も
20
名
の
仲
間
が
集
い
、

在
学
中
の
昔
話
や
近
頃
話
が
飛
び

交
う
。
お
互
い
に
老
化︵
?
︶が
迫

ル
歌
手
の
話

等
語
ら
い
、

楽
し
い
ク
ラ

ス
会
と
な
り

ま
し
た
。
日

頃
の
厳
し
い

仕
事
の
こ
と

も
忘
れ
憩
い

の
ひ
と
時
を

過
し
、
再
会

を
約
し
て
別

れ
ま
し
た
。

謝
礼
拝
と
同
級
生
・
糸
魚
川
立
教

学
院
理
事
長
の
記
念
講
演
が
行
な

わ
れ
た
。な

お
後
日
、昭

和
39
年
卒

「
45
周
年
の

集
い
」参
加

者
一
同
と
し

て
母
校
創

立
1
3
5

周
年
募
金

に
90
万
円

寄
付
し
た
。

療
養
中
の
方
が
増
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。当
日
は
、悪
天
候
で
足
元
が

悪
く
、
足
の
不
自
由
な
方
の
欠
席

が
あ
り
、
6
名
の

出
席
者
で
し
た
が
、

各
自
そ
れ
ぞ
れ
現

況
報
告
が
あ
り
、

酒
量
も
上
が
っ
て
、

和
気
あ
い
あ
い
の

う
ち
に
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

り
来
る
中
、
今
後
の
会
の
継
続
の

是
非
を
話
し
合
う
。
結
果
、
新
幹

事
の
も
と
で
引
続
き
会
を
開
催
す

る
方
向
が
決
ま
り
ま
し
た
。
元
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
糟

谷
君
の
手
で
会

場
に
は
爽
や
か

に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ

た
校
歌
や
応
援

歌
が
流
れ
、校
歌

斉
唱
の
あ
と
再

会
を
約
し
て
散

会
し
ま
し
た
。

日
本
た
ば
こ
立
教
会
開
催

'08
・
5
・
9

フ
コ
ク
生
命
立
教
会

ゆ
う
庵

【

出

席

者

】

村
田
博
良︵
29
社
︶

古
山　

博︵
30
経
︶

田
嶋
久
矩︵
32
英
︶

浅
野　

弘︵
51
法
︶

浜
田
比
左
志︵
54
法
︶

荒
川　

隆︵
59
法
︶

松
本
員
征︵
59
法
︶

早
川　

仁︵
平
4
営
︶

森
本
昌
憲︵
平
15
営
︶

北
河
原
朋︵
平
19
観
︶

杉
山
利
彦︵
平
19
福
︶

昭
和
33
年
卒
生 

卒
業
50
周
年
行
事

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

東
武
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

︵
秋
山
正
弘　

記
︶

︵
長
谷
川　

記
︶

昭
和
47
年
入
学
経
済
E
組
有
志
ク
ラ
ス
会

︵
武
田　

記
︶

昭
和
49
入
学
社
会
学
科
C
組
ク
ラ
ス
会

︵
古
尾
谷　

記
︶

【
出
席
者
】

大
平
純
一
郎

北
林
育
夫

須
田　

久

田
邊
弘
美

山
本
英
樹 

石
間
鉦
哉

岡
田　

貢

城
所
隆
一

田
岡　

武

松
尾　

満

伊
藤　

博

加
藤
隆
男

小
堀
雅
夫

武
田
彰
夫

望
月
優
太

︵
黒
田
順
子　

記
︶

︵
堀
江
昌
宏 

記
︶

広
告
研
究
会
55
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

―
3
5
0
名
の
参
加
者
と
盛
大
に
祝
う
―

梶
屋
庄
佑

斉
藤　

繁

竹
内
弘
和

西
島　

誠

星
野　

仁

村
上
吉
郎

山
田
喜
正

吉
川
俊
夫

【
出
席
者
】

池
谷
樹
八

芟
花
典
子

杉
山
慎
一
郎

田
中
知
子

長
谷
川
晃
一

松
倉
敬
明

山
口
金
次
郎

山
本 　

翠

内
野
雅
史

栗
山
定
幸

関
根
義
雄

出
浦　

強

服
山
廣
子

宮
本
好
将

山
口
晴
久

横
内
英
夫

経
営
学
科
H
組
39
年
卒
ク
ラ
ス
会

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

芙
蓉

昭
和
46
卒 

日
文
同
窓
会
開
催

銀
座
・
ク
ル
ー
ズ

昭
和
49
年
物
理
学
科
入
学
同
窓
会

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

︵
吉
川
俊
夫 

記
︶

第
一
食
堂「
藤
だ
な
」

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

ク
ラ
ス
・
同
窓

ク
ラ
ブ
・
ゼ
ミ

'09
・
5
・
22

'08
・
10
・
26

'09
・
1
・
17

'09
・
2
・
21

'09
・
3
・
9

'09
・
3
・
14

'09
・
3
・
28

'08
・
11
・
22

S
T

.
P

A
U

L
'

S
 

A
L

U
M

N
I

藤
田
貞
義︵
30
営
︶

相
京
清
司︵
30
経
︶

小
島
平
三︵
48
経
︶

作
山
賢
治︵
54
法
︶

長
井
達
志︵
54
法
︶

上
梶
秀
伴︵
57
経
︶

渡
邉　

洋︵
平
3
経
︶

丸
山
力
丸︵
平
5
産
︶

上
雅　

和︵
平
19
経
︶

金
子　

量︵
平
19
心
︶

安
川
豊︵
平
20
法
︶

池
袋
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

昭
和
39
年
卒 

音
楽
芸
術
研
究
会

'08
・
11
・
16

東
京
会
館

【
出
席
者
】上
右
か
ら 

小
島　

佐
々
木 

小
林　

萩
原　

野
村　

村
上　

篠　
　

長
谷
川　

下
右
か
ら 

川
瀬　

太
田
和 

森
川　

林　

小
川　

荒
井　

工
藤

︵
す
べ
て
旧
姓
︶

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

昭
和
39
年
卒
「
45
周
年
の
集
い
」

第
一
食
堂

'09
・
3
・
9

︵
須
貝　

記
︶

橋
口
允
紀

池
田
武
俊

川
原
昭
人

松
野
道
夫

押
田
恒
雄

塩
田
春
生

上
杉
武
雄

横
山　

勲

【
出
席
者
】

早
坂
紀
幸

稲
村
泰
邦

栗
山　

武

松
島
睦
夫

尾
山
一
平

田
村
信
太
郎

和
田　

烈

浜
田
利
之

林　

伸
吉

伊
東
紘
和

松
本
英
昭

大
塚
典
男

清
水
弘
己

豊
田
国
弘

和
田
守
弘

【
出
席
者
】

森
富
美
子

野
田
淳
一

大
久
保
智
弘

渡
辺
恭
子

谷
口
知
美

金
村
君
子

渡
辺
栄
仁

池
辺
道
子

遠
藤　

滋

桜
又
栄
一

大
木
量
代

野
中
順
子

松
井
妙
子

中
村
恵
子

奥
山
正
則

濱
野
公
子

西
村
淑
子

田
村
富
美
子

︵
野
田　

記
︶

昭
和
32
年
卒 

「
セ
ン
ト
シ
ャ
イ
ン
会
」

銀
座
・

サ
ン
ミ
高
松
本
店

'09
・
4
・
18

立
大
予
科
21
・
B
ク
ラ
ス
会

第
一
食
堂
「
藤
だ
な
」

'09
・
4
・
25

【
出
席
者
】

三
浦
政
忠

荒
井
陽
一

小
杉　

一

三
森
和
年

平
山
照
康

坂
本　

宏 

︵
作
山　

記
︶

︵
女
性
陣
は
旧
姓
で
す
︶

︵
永
作
寛
之　

記
︶

昭
和
29
年
卒
文
英
A
組
ク
ラ
ス
会

日
比
谷
「
松
本
楼
」

'09
・
5
・
28

【
出
席
者
】︵
写
真
前
列
左
か
ら
︶                    

︵
木
下　

記
︶

杉
沼　

浩

村
田
信
子

春
野
光
一
郎

安
部
信
夫

池
田
晴
人

田
所
利
通

糟
谷
光
彦

鈴
木
三
喜
雄

秋
元
恭
子

木
下
幸
雄

和
田
三
三
生

林　

惇
雄

杉
浦
信
男

永
瀬
洋
治

同
峯
子
夫
人

永
井
孝
次

︵
上
段
左
か
ら
︶

大
橋
信
雄

片
山
晴
雄

奥　

隆
美

い
た
だ
い
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、編
集
の
都
合
上
、変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
校
友
の
広
場
」に
は
常
に
多
数
の
応
募
が
あ
り
、現
在
な
か
な
か
タ
イ
ム
リ
ー
に
ご
掲
載
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。原
則
と
し
て
年
間
一
団
体
、一
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
理
解
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

︵
押
田
恒
夫　

記
︶

小
笠
原
忍
︵
途
中
退
席
︶

鈴
木　

敦
︵
母
校
校
友
会
︶


